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東京ディズニーランド内の中央救護室に燃料電池の設置が決定！
 

LPガス仕様1kW級家庭用燃料電池「ENEOS ECO LP-1」

記者各位

当社（社長：西尾　進路）は、１０月２０日（金）、東京ディズニーランド（千葉県浦安市）を運営する株式会社オリエンタルランド

（社長：福島　祥郎）と燃料電池設置契約を締結し、東京ディズニーランド内の中央救護室にＬＰガス仕様１ｋＷ級家庭用燃料電

池「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯ　ＬＰ−１」を設置する事を決定しましたのでお知らせいたします。

当社は、１９８３年の東京ディズニーランドの開園当初からオフィシャルスポンサーとして、東京ディズニーランドでは「ジャング

ルクルーズ」、東京ディズニーシーでは「ディズニーシー・トランジットスチーマーライン」を提供しております。

この度、両社は長年に亘る信頼関係をもとに、燃料電池設置による環境対策を共同で検討し、その成果として今回の設置とな

りました。

燃料電池の特長である環境性や経済性を活かし、今回設置する「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯ　ＬＰ−１」で作られた電気とお湯は、パーク

内でご気分が悪くなった方や、お怪我をされた方の応急処置を行う中央救護室内で使用されます。

当社は、多くのお客様が訪れる大規模テーマパークの東京ディズニーランドに、「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯ　ＬＰ−１」を設置することで、

様々なお客様に燃料電池のすばらしさや必要性をご理解いただき、認知度向上による普及促進を図っていきます。

また、今回設置する「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯ　ＬＰ−１」をはじめとする当社の燃料電池を、大規模テーマパーク内の施設や公共施設

等、一般家庭以外への設置も積極的に提案し、地球環境に優しい燃料電池システムの普及に向けた取り組みを行ってまいり

ます。

【商品概要】

当社は、今回設置するＬＰガス仕様１ｋＷ級家庭用燃料電池「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯ　ＬＰ−１」の他、 灯油仕様１ｋＷ級家庭用燃料電

池「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯＢＯＹ」も商品化しております。

●「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯ　ＬＰ−１」の仕様

（１） 定格発電出力 ７５０Ｗ

（２） エネルギー効率 発電効率３６％（ＬＨＶ※1）

熱回収効率４２％（ＬＨＶ※1）

総合効率７８％（ＬＨＶ※1）

（３） 貯湯槽容量 ２００リットル

（４） 燃料 ＬＰガス

（５） 大きさ 発電ユニット：幅１，０００Ｘ高さ１，０００Ｘ奥行き４５０mm

貯湯ユニット：幅７５０Ｘ高さ１，９００Ｘ奥行き４４０mm

http://www.noe.jxtg-group.co.jp/lande/product/fuelcell/


●「ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯＢＯＹ」の仕様

（１） 定格発電出力 ９５０Ｗ

（２） エネルギー効率 発電効率３５％（ＬＨＶ※1）

熱回収効率４６％（ＬＨＶ※1）

総合効率８１％（ＬＨＶ※1）

（３） 貯湯槽容量 ２００リットル

（４） 燃料 ＥＮＥＯＳＦＣ灯油（燃料電池専用灯油）(一般灯油は使用できません)

（５） 大きさ 発電ユニット：幅９００Ｘ高さ９５０Ｘ奥行き３５０mm

貯湯ユニット：幅６４０Ｘ高さ１，９９０Ｘ奥行き７４０mm

※1 Lower Heating Value の略称。低位発熱量。燃料の持つ発熱量から、燃料の燃焼に よって生じる水蒸気の凝縮潜熱を差し引いた発熱量のこと。

以上


